
様式１－１



競 争 参 加 資 格 確 認 申 請 書



令和　　年	月	日

支出負担行為担当官
近畿中国森林管理局長	殿

住所
商号又は名称
代表者氏名



令和	　年	　月	日付けで入札公告のありました○○○○業務に係る競争に参加する資格について確認されたく、下記の書類を添えて申請します。
なお、予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号）第70条及び第71条の規定に該当する者でないこと、入札公告の２.(4)、(9)及び(11)の条件を満たしていること及び添付書類の内容については事実と相違ないことを誓約します。


記

１　入札公告の２(5)に定める同種業務の実績を記載した書面
（様式２－１及び添付資料）

２　入札公告の２(6)に定める工事成績評定通知書（様式２－２及び添付資料）

３　入札公告の２(7)に定める配置予定の技術者の状況等を記載した書面
（様式３及び添付資料）

４　入札公告の２(3)に定める森林土木部門の登録を受けていることが確認できる資料

５　入札公告の２(10)に定める本店、支店又は営業所の所在が確認できる資料





○／○


様式１－２
（用紙A4）
添付書類一覧
	様式名称
	添付書類
	提出確認
	（省略する場合）

	
様式２－１
	同種業務の契約書（写）
	提出 ／ 省略
	【記載例】○○年度○○地区○○業務（○月○日公告）において提出済み。（内容に異同はない。）

	
	同種業務に従事したことが確認できる書類（写）
	提出 ／ 省略
	　

	
	業務成績評定通知書（写）
	提出 ／ 省略
	　

	様式２－２
	業務成績評定通知書（写）
	提出 ／ 省略
	

	
様式３
	同種業務の契約書（写）
	提出 ／ 省略
	　

	
	同種業務に従事したことが確認できる書類（写）
	提出 ／ 省略
	　

	
	同種業務に従事したことが確認できる書類（写）技術者として従事したことが確認できる届出書（写）
	提出 ／ 省略
	　

	
	業務成績評定通知書（写）
	提出 ／ 省略
	　

	（注１）
別紙様式２－１、２－２及び３の添付書類について、内容に異同がない場合に限り、当該年度において初参加の入札へ提出した当該資料をもって、提出を省略することができることとする。この場合は、提出確認欄において「省略」を丸囲みの上、当該資料を提出した入札の情報を記載すること。
　なお、当該年度において、初参加の入札の場合は、提出確認欄において「提出」を丸囲みの上、添付書類を提出すること。

（注２）
入札公告において明示した資格又は実績（以下「資格等」という。）を業務実績情報システム(TECRIS)の登録が完了している業務により確認できる場合は、別紙様式２－１及び３のTECRIS 登録の有無欄TECRIS 登録番号を記載することにより、契約書の写しや当該業務に従事したことが確認できる資料の添付を省略できるものとする。
　ただし、資格等をTECRIS で確認できない場合は、入札公告において明示した資格等が確認できる資料の写しを添付すること。

	

	

	

	

	

	

	

	

	




様式２－１


同 種 業 務 の 実 績




会社名：


	項目・番号
	
	

	

業務名等
	業　務　名
	
	

	
	発注機関名
	
	

	
	業務場所
	（府県名・市町村名）
	

	
	契約金額
	
	

	
	履行期間
	年月日～年月日
	

	
	TECRIS登録の有無
	有（TECRIS登録番号）・無
	

	


同種業務の内容等
	

業務の内容
	
	

	
	
業務の履行条件ほか
	
	

	
	過去３年間(令和５年度から令和７年度）の近畿中国森林管理局長が発注した同種業務の受注実績の業務成績評定の平均点(60点未満を含む。）


点	　／	該当無し



（備考）
１）同種業務の実績については、平成23年４月１日から令和８年３月31日までの間に元請けとして、完成、引渡しを完了した同種業務の中から、代表的なものを１件記載する。業務の種別については、森林整備保全事業調査、測量、設計及び計画業務標準仕様書を参照すること。
ただし、同種業務の要件が複数（例：「治山事業における渓間工及び山腹工の測量設計業務外」及び「林道事業における○○測量設計業務」）の場合は、要件毎にそれぞれ1件、実績を記載すること（一方の要件に係る実績のみ記載の場合は同種業務の実績等と見なさないので注意すること。ただし、同一業務で複数の要件を満たす場合は、その業務１件でよい。）。
同種業務実績においては、①業務実績として記載した業務に係る契約書の写し（業務名、発注機関、業務場所、契約金額、履行期間、受注者名、社印を有する部分）、②同種業務が確認できる書類の写し（仕様書、業務数量内訳書等で業務内容、数量が確認できる部分）を添付すること。ただし、当該業務が（一財）日本建設情報総合センターの「測量調査設計業務実績情報サービス（TECRIS）」に登録されており、その内容が①、②を確認できる場合は、業務カルテの写し（①、②が確認できる部分）を同種業務実績の証明とすることができる。

２）TECRIS 登録を「有」とした場合は、TECRIS 登録番号を記載することで、契約書の写しや当該業務に従事したことを確認できる資料の添付を省略できるものとする。ただし、入札公告において明示した内容をTECRIS で確認できない場合及びTECRIS 登録を「無」とした場合は、この限りではない。

３）森林管理局長等が発注した同種業務であって、業務成績評定通知書がある場合は写しを添付すること。ただし、業務成績評定点が60点以上のものに限る。

○／○
様式２－２

過去３年間の近畿中国森林管理局長が発注した同種業務の受注実績　（すべて記載すること）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇株式会社
	
業務名
	
	
	
	

	
発注機関
	
	
	
	

	
履行場所
	
	
	
	

	
履行期間
	
	
	
	

	
契約金額
	
	
	
	

	
業務概要
	
	
	
	

	業務成績評定点
	
	
	
	

	低入札価格
調査基準価格又は品質確保基準価格を下回る入札の該当
	

有 ・ 無
	

有 ・ 無
	

有 ・ 無
	

有 ・ 無



（〇／〇）





様式３

配置予定の技術者の状況

会社名：○○○〇
	項目・名称
	管理技術者
	照査技術者

	氏名
	
	

	最終学歴
	学校名　　　　　　学科名　　　　　○○年卒業
	学校名　　　　　　学科名　　　　　○○年卒業

	実務経験年数
	
	

	法令による資格等
	
	

	
同種業務の経験の概要
	業  務  名
	
	

	
	発 注 機 関
	
	

	
	業 務 場 所
	
	

	
	契 約 金 額
	
	

	
	履 行 期 間
	
	

	
	従 事 役 職
	管理技術者又は照査技術者、担当技術者を記載する
	

	
	業 務 内 容
	
	

	
	業 務 成 績
	
	

	
	TECRIS 登録の有無
	有（TECRIS 登録番号）・無
	


配置予定技術者として複数の候補技術者を記載できる。
同種業務の経験の概要については、平成23年４月１日から令和８年３月31日までの間で、完成・引渡しが完了した同種業務の中から、配置予定技術者が管理技術者又は照査技術者、担当技術者として従事した代表的なものを１件記載する。業務の種別については、森林整備保全事業調査、測量、設計及び計画業務標準仕様書を参照すること。なお、複数の同種業務の経験（例：「治山事業における渓間工及び山腹工の測量設計業務外」及び「林道事業における○○測量設計業務」）を必要とする場合は、要件毎にそれぞれ１件、経験を記載すること（一方の要件に係る経験のみ記載の場合は同種業務の経験等と見なさないので注意すること。ただし、同一業務で複数の要件を満たす場合は、その業務１件でよい。）。配置予定技術者の同種業務経験については、①業務経験として記載した業務に係る契約書の写し（業務名、発注機関、業務場所、契約金額、履行期間、受注者名、社印を有する部分）、②同種業務が確認できる書類の写し（仕様書、業務数量内訳書等で業務内容、数量が確認できる部分）、③管理技術者又は照査技術者として従事したことが確認できる書類の写し（業務計画書等で従事経験が確認できる部分）を添付すること。なお、当該業務が（一財）日本建設情報総合センターの「測量調査設計業務実績情報サービス（TECRIS）」に登録されており、その内容が①、②、③を確認できる場合は、業務カルテの写し（①、②、③が確認できる部分）を同種業務経験の証明とすることができる。TECRIS 登録を「有」とした場合は、TECRIS 登録番号を記載することで、契約書の写しや当該業務に従事したことを確認できる資料及び当該業務に技術者として従事したことが確認できる届出書の添付を省略できるものとする。ただし、入札公告において明示した内容をTECRIS で確認できない場合及びTECRIS 登録を「無」とした場合は、この限りではない。森林管理局長等が発注した同種業務であって、業務成績評定通知書がある場合は写しを添付すること。ただし、業務成績評定点が60点以上のものに限る。配置予定技術者が有する資格(技術士、林業技士、ＲＣＣＭ）について確認できる資料（登録証の写しなど）を添付すること。
○／○
様式４
予定管理技術者の経歴及び能力
会社名：○○○○
	氏名
	
	生年月日
	

	所属・役職
	

	保有する技術者資格（資格の種類、部門（選択科目、登録番号、取得年月日）

	

	過去15年間の同種業務における技術者としての従事実績

	従事技術者の別
	管理技術者
	管理技術者
	管理技術者
	照査技術者
	担当技術者

	業務名
	
	
	
	
	

	発注機関名
	
	
	
	
	

	履行場所
	
	
	
	
	

	履行期間
	
	
	
	
	

	契約金額
	
	
	
	
	

	業務概要
	
	
	
	
	

	業務成績評定点
	
	
	
	
	

	管理技術者成績評定点
	
	
	
	
	

	照査技術者成績評定点
	
	
	
	
	

	TECRIS登録の有無
	有(TECRIS登録番号)・無
	有(TECRIS登録番号)・
無
	有(TECRIS登録番号)・
無
	有(TECRIS登録番号)・
無
	有(TECRIS登録番号)・
無

	継続教育に対する取組状況

	森林分野の取得単位：○○CPDポイント
	森林分野以外の取得単位：○○CPDポイント

	手持ち業務の状況（○○年○○月○○日現在）

	業務名
	発注機関
	履行場所
	履行期間
	契約金額

	
	
	
	
	円

	
	
	
	
	円

	計
	件
	円


１）配置予定技術者として複数の候補技術者を記載できる。
２）同種業務の経験の概要については、平成23年４月１日から令和８年３月31日までの間で、完成・引渡しが完了した同種業務において、予定管理技術者が管理技術者として従事した業務の実績（契約金額が１百万円以上のものに限る）を最大３件記載する。なお、同種業務に従事した実績はあるが管理技術者として従事した実績がない場合は、照査技術者、担当技術者として従事した実績を記載する。業務の種別については、森林整備保全事業調査、測量、設計及び計画業務標準仕様書を参照すること。なお、複数の同種業務の経験（例：「地すべり機構調査」及び「○○治山測量設計業務」）を必要とする場合は、要件毎にそれぞれ1件、経験を記載すること（一方の要件に係る経験のみ記載の場合は同種業務の経験等と見なさないので注意すること。ただし、同一業務で複数の要件を満たす場合は、その業務１件でよい。）。配置予定技術者の同種業務経験については、①業務経験として記載した業務に係る契約書の写し（業務名、発注機関、業務場所、契約金額、履行期間、受注者名、社印を有する部分）、②同種業務が確認できる書類の写し（仕様書、業務数量内訳書等で業務内容、数量が確認できる部分）、③管理技術者又は照査技術者、担当技術者として従事したことが確認できる書類の写し（業務計画書等で従事経験が確認できる部分）を添付すること。なお、当該業務が（一財）日本建設情報総合センターの「測量調査設計業務実績情報サービス（ＴＥＣＲＩＳ）」に登録されており、その内容が①、②、③を確認できる場合は、業務カルテの写し（①、②、③が確認できる部分）を同種業務経験の証明とすることができる。
３）ＴＥＣＲＩＳ登録を「有」とした場合は、ＴＥＣＲＩＳ登録番号を記載することで、契約書の写しや当該業務に従事したことを確認できる資料の添付を省略できるものとする。ただし、上記２）で明示した内容をＴＥＣＲＩＳで確認できない場合及びＴＥＣＲＩＳ登録を「無」とした場合は、この限りではない。
４）森林管理局長等が発注した同種業務であって、業務成績評定通知書がある場合は写しを添付すること。ただし、業務成績評定点が６０点以上のものに限る。
５）配置予定技術者が有する資格(技術士、林業技士、ＲＣＣＭ）について確認できる資料（登録証の写しなど）を添付すること。
６）継続教育に対する取組状況について。令和５年４月１日から令和８年３月31日における予定管理技術者の取得単位を証明する資料の写しを添付すること。

○／○


様式５


支出負担行為担当官	局 長 


品  質  証  明  書


１ 業務の名称


２  開  札  日	令和	年	月	日


上記業務の実施にあたり、成果品の品質確保を図り、責任を持って履行いたします。

また、当該業務の不履行により、発注者に損害を与えた場合は、当社の責任において損害を補填いたします。

なお、損害補填の期間は契約締結日の翌日から当該業務に係る工事が完了するまでといたします。





令和	年	月	日


住　　　所
商号及び名称　　○○株式会社
代表者氏名　　　（直筆署名）

